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該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づ 看護保健医療分野に関連する倫理、専門職としての知見と、看
く臨床問題解決能力などの高度な実践能力を有する。 護の対象となる患者の情報学的環境の展望を結び付けて理解で

きる。
⇔

(2)授業の概要 臨床での実践に活用される看護の体系的な知識や看護の機能を探求するために必要な理論や概念を学び、
研究能力を養うことを目的とします。
授業では担当教員の保健・医療に関わる看護職としての実務経験と研究経験を活かして講義を行います。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

1．最新の臨床看護技術で求められる様々な課題についてとらえ方を考え、分析することができる。
2．最新の臨床看護技術で求められる様々な課題について、理論や概念を活用して多角的に討論すること
ができる。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

1．最新の臨床看護技術で求められる様々な課題を指摘し、説明できる。
2．最新の臨床看護技術で求められる様々な課題について、理論や概念を活用して説明できる。

(5)授業計画 実施日時については、学生と相談のうえで決定します。

第 1回　　  オリエンテーション（浅野）
第 2～ 6回　看護の対象をとらえるための諸理論（浅野）
第 7～11回　看護情報学、看護理工学の発展と実践例（浅野）
第12～14回　看護以外の研究領域を活用するための課題（浅野）
第15回    　まとめ　授業アンケートの実施（浅野）

(6)授業の進め方 講義、プレゼンテーション、およびディスカッション等への参加で進めます。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

【事前学習】プレゼンテーションをする学生は、担当範囲に関する内容をまとめ、十分に準備して臨ん
で下さい。
【事後学習】プレゼンテーションや討論で得られた知見をもとに、学習内容を深めてください。

(8)成績評価の方
法

成績評価は、プレゼンテーションの内容と発表態度40%、ディスカッション等への参加度40%、講義終了
後の個人レポート20%の配分比で合計したものを最終評価とします。

(9)成績評価の基
準

プレゼンテーション
①内容（25点）：十分な情報収集や分析のもと、適切にまとめられている
②構成（25点）：論理的に議論されている
③資料（25点）：見やすく理解しやすい形で提示している
④発表（25点）：不快感を与えない態度で明瞭に伝えている

ディスカッション
①妥当な批評や質問ができる（25点）
②説明を適切な姿勢できくことができる（25点）
③積極的に参加できる（50点）

レポート
①問題の設定が適切である（25点）
②問題の背景を説明できている（25点）
③問題にどのような課題があるのかを指摘できている（25点）
⑤資料を適切にふまえながら自分の見解を提示できている（25点）

秀：100～90点，優：89～80点，良：79～70点，可：69～60点

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

随時対応します。事前にメールで連絡してください。
保健学科中校舎4階　浅野研究室
millet@shinshu-u.ac.jp

【テキスト，教
材，参考書】

適宜、指示します。


